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令和２年度の学校経営にあたって 

四万十市立中筋中学校 校長  山脇 克仁 

 

１．校訓         自学・友情・責任 

２・学校教育目標   「自ら学び、共に歩み、未来を拓く」生徒の育成 

 

上記２つの達成のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営は最終的にすべて校長の責任 

※「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動かじ」 

①  中筋中学校職員として 

１．なによりも当たり前のことを当たり前にやる。 

     ＜凡事徹底 →徹底して継続する＞ 

２．全教職員は、チーム・組織で協力して取り組む。 

     全体で取り組むと決めたことは、しっかりと取り組む。 

     難題は一人で対応しない。自分の過失も含めて。 

＜報告・連絡・相談を徹底する＞ 

３．笑顔、あいさつは生徒に負けないよう実行する。    

     ＜率先垂範の精神＞ 

②   生徒に対して（生徒が主人公） 

１．授業等を通じて、生徒の学習意欲を高め、自らの学ぶ力を育てる。教師の説明等は

最小限に抑え、生徒の発言を多くするよう努める等、授業改善を進める。 

＜思考力・判断力・表現力の育成→「主体的」「対話的」で「深い学び」＞ 

２．生徒の長所を見つけ、自尊感情を高める指導を心がける。 

＜ほめることを常に探す目を鍛える →キラリ＞ 

＜個を伸ばすことが一番重要 →平均で判断しない＞ 

＜「いけないことは いけない」と徹底して指導 →ぶれない指導＞ 

③ その他 

１．生徒理解・保護者理解・地域理解に努め、適切な指導や支援に努める。 

     ＜保護者や地域からの相談やクレーム等は、一人で悩まず、管理職に相談＞ 

２．服務規律の確保に努め、教育公務員として倫理感や規律を重んじ、規範意識を持っ

て職務に取り組む。 

     ＜飲酒運転・交通違反・金銭面等＞ 

 

※「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてやらねば、人は動か

じ」 

「みんな」で「徹底」して「継続」 

生徒も教職員も３Ｃの精神で、あぜらず、ゆっくり「一歩一歩前進」 

(Challenge挑戦・Change変革・Control自立） 

教育の目的である「人格の形成」の達成 



 

 

夢なき者に理想なし、 

理想なき者に計画なし、 

計画なき者に実行なし、 

実行なき者に成功なし。 

故に、 

夢なきものに成功なし。 

 

       吉田松陰 

 

 


